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京
都
に
お
け
る
明
治
百
年
祭(

一
九
六
八)

イ
ベ
ン
ト 

―
独
立
プ
ロ
映
画
『
祇
園
祭
』
と
「
京
都
」
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
― ト

パ
チ
ョ
ー
ル
・
ハ
サ
ン 

   
 
 

一 

は
じ
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
九
六
八
年
一
〇
月
二
三
日
に
日
本
で
は
明
治
元
年
か
ら
一

世
紀
立
っ
た
こ
と
を
記
念
す
る
た
め
に
「
明
治
百
年
祭
」
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
佐
藤
栄
作
内
閣
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
本

イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
日
本
全
国
各
地
に
お
い
て
様
々
な
事
業
や

行
事
が
行
わ
れ
た
。
時
期
的
に
、
日
本
の
近
代
化
の
「
現
在
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」（
一
九
六
四
）
と

工
業
的
な
「
未
来
」
を
意
味
し
て
い
た
「
大
阪
万
国
博
覧
会
」

（
一
九
七
〇
）
の
間
に
あ
る
「
明
治
百
年
祭
」
は
「
過
去
」
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
日
本
の
重
要
な
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
や
「
大
阪
万

博
」
に
関
す
る
先
行
研
究
と
比
較
す
る
と
「
明
治
百
年
祭
」
に

関
す
る
研
究
は
圧
倒
的
に
少
な
い
。 

 

「
明
治
百
年
祭
」
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
と
、

地
域
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
が
異
な
る
こ
と
が
ま
ず
目

に
付
く
。
し
か
し
、
場
所
に
よ
っ
て
イ
ベ
ン
ト
自
体
の
内
容
が

異
な
っ
て
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
で
は
国
民
に
伝
え
よ

う
と
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
佐
藤
栄
作
内
閣
の
意
図
し
た
「
日
本

国
民
に
過
去
を
考
え
さ
せ
、
こ
こ
ま
で
日
本
の
た
め
に
頑
張
っ

て
き
た
先
人
に
感
謝
さ
せ
る
」と
一
致
し
て
い
た
。他
一
方
で
、

京
都
の
「
明
治
百
年
祭
」
を
検
討
し
て
み
る
と
、「
過
去
の
先
人

に
感
謝
す
る
」
な
ど
の
国
民
的
イ
ベ
ン
ト
よ
り
も
、
京
都
市
民

や
府
民
を
中
心
に
し
た
性
格
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
社
会
党
・
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共
産
党
を
与
党
と
す
る
蜷
川
虎
三
知
事
の
下
で
行
わ
れ
た
京
都

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
京
都
の
「
自
治
精
神
」
の
伝
統
、
町
衆
的
な

暮
ら
し
な
ど
を
京
都
人
だ
け
で
な
く
、
日
本
国
民
に
み
せ
る
こ

と
で
「
革
新
的
な
」
京
都
を
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
た
。 

 

京
都
を
中
心
に
し
て
い
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
、
メ
デ

ィ
ア
研
究
と
し
て
最
も
重
要
な
の
が
映
画『
祇
園
祭
』で
あ
る
。

こ
れ
は
、
記
念
映
画
と
し
て
「
明
治
百
年
祭
」
を
祝
う
た
め
に

作
ら
れ
た
映
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
テ
ー
マ
は
「
過
去
百
年

間
の
先
人
」
の
明
治
時
代
で
は
な
く
、
千
年
以
上
の
歴
史
の
あ

る
祇
園
祭
だ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
い
は
、
だ

か
ら
こ
そ
、
映
画
『
祇
園
祭
』
は
日
本
全
国
で
上
映
さ
れ
、
短

期
間
に
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。
こ
れ
は
独
立
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の

映
画
が
日
本
で
大
ヒ
ッ
ト
す
る
始
め
て
の
も
の
と
し
て
映
画
史

上
の
一
つ
の
転
換
点
で
も
あ
っ
た
。 

 

日
本
各
地
に
お
い
て
も
、「
明
治
百
年
祭
」
を
記
念
す
る
様
々

な
映
画
が
作
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
福
島
で
は
記
念
映
画
『
福
島

百
年
』、東
京
で
は『
東
京
百
年
セ
ミ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
風
映
画
』、

兵
庫
で
は
『
府
政
百
年
記
念
映
画
』、
高
知
県
や
広
島
県
、
あ
る

い
は
群
馬
県
で
は
『
記
録
映
画
』
が
企
画
制
作
さ
れ
て
い
る(1)

。

し
か
し
、
以
上
の
作
品
は
、
名
前
か
ら
も
明
ら
か
の
よ
う
に
そ

の
地
域
の
過
去
一
〇
〇
年
間
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
も
の

で
あ
り
、
明
治
時
代
が
始
ま
っ
た
一
八
六
八
年
か
ら
一
九
六
八

年
ま
で
の
社
会
変
化
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
し
て
見
せ
て
い

る
。
例
え
ば
、『
読
売
新
聞
』（
一
九
六
六
年
一
一
月
二
三
日
）

に
よ
る
と
、
東
京
の
場
合
、
百
年
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
現
在
の

東
京
を
四
節
に
分
け
て
収
録
し
た
記
念
映
画
の
二
本
が
製
作
さ

れ
て
い
る(2)

。
内
容
は
東
京
の
百
年
間
で
の
移
り
変
わ
り
を
都
民

に
理
解
さ
せ
、次
の
世
代
に
残
す
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。

 

京
都
の
場
合
、
明
治
よ
り
は
る
か
前
の
「
過
去
」
イ
メ
ー
ジ

を
表
す
映
画
『
祇
園
祭
』
が
選
ば
れ
た
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
映
画
が
観
光
都
市
・
京
都
の
イ
メ
ー
ジ
に
与
え

た
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
本
稿
の
二
つ
目
の
目
的
で
あ

る
。 

 

従
っ
て
、
第
一
節
で
は
ま
ず
映
画
『
祇
園
祭
』
が
企
画
段
階

か
ら
、上
映
さ
れ
る
ま
で
の
道
筋
を
説
明
す
る
。第
二
節
で
は
、

京
都
に
お
け
る
明
治
百
年
祭(

一
九
六
八)

イ
ベ
ン
ト 

―
独
立
プ
ロ
映
画
『
祇
園
祭
』
と
「
京
都
」
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
― ト

パ
チ
ョ
ー
ル
・
ハ
サ
ン 

   
 
 

一 

は
じ
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
九
六
八
年
一
〇
月
二
三
日
に
日
本
で
は
明
治
元
年
か
ら
一

世
紀
立
っ
た
こ
と
を
記
念
す
る
た
め
に
「
明
治
百
年
祭
」
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
佐
藤
栄
作
内
閣
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
本

イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
日
本
全
国
各
地
に
お
い
て
様
々
な
事
業
や

行
事
が
行
わ
れ
た
。
時
期
的
に
、
日
本
の
近
代
化
の
「
現
在
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」（
一
九
六
四
）
と

工
業
的
な
「
未
来
」
を
意
味
し
て
い
た
「
大
阪
万
国
博
覧
会
」

（
一
九
七
〇
）
の
間
に
あ
る
「
明
治
百
年
祭
」
は
「
過
去
」
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
日
本
の
重
要
な
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
や
「
大
阪
万

博
」
に
関
す
る
先
行
研
究
と
比
較
す
る
と
「
明
治
百
年
祭
」
に

関
す
る
研
究
は
圧
倒
的
に
少
な
い
。 

 

「
明
治
百
年
祭
」
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
と
、

地
域
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
が
異
な
る
こ
と
が
ま
ず
目

に
付
く
。
し
か
し
、
場
所
に
よ
っ
て
イ
ベ
ン
ト
自
体
の
内
容
が

異
な
っ
て
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
で
は
国
民
に
伝
え
よ

う
と
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
佐
藤
栄
作
内
閣
の
意
図
し
た
「
日
本

国
民
に
過
去
を
考
え
さ
せ
、
こ
こ
ま
で
日
本
の
た
め
に
頑
張
っ

て
き
た
先
人
に
感
謝
さ
せ
る
」と
一
致
し
て
い
た
。他
一
方
で
、

京
都
の
「
明
治
百
年
祭
」
を
検
討
し
て
み
る
と
、「
過
去
の
先
人

に
感
謝
す
る
」
な
ど
の
国
民
的
イ
ベ
ン
ト
よ
り
も
、
京
都
市
民

や
府
民
を
中
心
に
し
た
性
格
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
社
会
党
・
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映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
な
ど
、
様
々
な
メ

デ
ィ
ア
の
反
応
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
第
三
節
で
は
、
映
画
『
祇

園
祭
』
が
「
京
都
」
イ
メ
ー
ジ
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
実
例

も
示
し
つ
つ
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
、
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
映
画
『
祇
園
祭
』
が
持
つ
意
味
を
ま
と
め
る
。 

  
 
 

二 

映
画
『
祇
園
祭
』
の
背
景
と
日
本
映
画
復
興
協
会 

 

ま
ず
は
、
映
画
『
祇
園
祭
』
の
企
画
か
ら
撮
影
に
至
る
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
を
、
日
本
映
画
復
興
協
会
の
設
立
及
び
中
村
錦
之

助
（
後
に
萬
屋
錦
之
介
と
し
て
名
前
が
変
わ
る
が
以
下
で
は
中

村
錦
之
助
と
呼
ぶ
）
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
一
九
六
一
年
か
ら

一
九
六
八
年
一
〇
月
一
九
日
の
公
開
ま
で
の
概
要
に
つ
い
て
河

内
将
芳
『
祇
園
祭
と
戦
国
京
都
』(

二
〇
〇
七
年)

の
記
述
を
中

心
に
紹
介
し
た
い(3)

。 

映
画
『
祇
園
祭
』
は
ま
ず
、
一
つ
の
紙
芝
居
か
ら
出
発
す
る(4)

。

一
九
五
〇
年
、
立
命
館
大
学
の
日
本
史
専
門
家
で
あ
る
林
屋
辰

三
郎
教
授
が
中
心
と
な
っ
て
京
大
生
ら
と
一
緒
に
紙
芝
居
『
祇

園
祭
』
を
製
作
し
た
。
こ
れ
は
、
応
仁
の
乱
後
に
京
町
衆
た
ち

の
自
治
体
制
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
市
民
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

っ
て
祇
園
祭
が
復
興
さ
れ
た
史
実
を
紙
芝
居
に
し
た
も
の
だ
っ

た
。
こ
の
原
紙
は
六
〇
年
代
に
紛
失
し
、
そ
れ
が
再
発
見
さ
れ

た
の
は
二
〇
〇
七
年
で
あ
る
。「
国
民
的
歴
史
学
運
動
」
の
代
表

例
と
さ
れ
る
、
紙
芝
居
『
祇
園
祭
』
は
二
〇
〇
七
年
五
月
に
立

命
館
大
文
学
部
の
田
中
聡
・
非
常
勤
講
師
を
代
表
に
「
戦
後
歴

史
学
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
が
、
紙
芝
居
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
版

（
五
八
枚
）
を
撮
影
し
た
ス
ラ
イ
ド
フ
ィ
ル
ム
や
複
製
の
一
部

（
一
一
枚
）、
台
本
な
ど
が
入
っ
た
段
ボ
ー
ル
箱
を
発
見
し
た
。

 

『
朝
日
新
聞
』（
二
〇
一
四
年
七
月
八
日
）
は
、「
祇
園
祭
を

よ
み
が
え
ら
せ
た
町
衆
の
精
神
を
思
い
起
こ
し
、
日
本
を
立
ち

直
ら
せ
よ
う
。
紙
芝
居
に
込
め
ら
れ
た
の
は
、
戦
後
復
興
へ
の

願
い
。
京
都
市
内
を
中
心
に
巡
回
公
演
さ
れ
た(5)

」
と
紹
介
し
、

紙
芝
居
『
祇
園
祭
』
が
持
つ
重
要
な
意
味
に
つ
い
て
指
摘
し
て

い
る
。
ま
た
、『
毎
日
新
聞
』（
二
〇
〇
八
年
七
月
一
二
日
）
は

紙
芝
居
『
祇
園
祭
』
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。 
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創
作
し
た
の
は
「
民
主
主
義
科
学
者
協
会
京
都
支
部
歴 

 
史
部
会
」
に
所
属
し
て
い
た
京
大
生
ら
。
最
新
の
歴
史
学 

 

の
成
果
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る「
国
民
的
歴
史
学
運
動
」

 

 

の
一
環
と
し
て
、
学
校
な
ど
を
巡
っ
て
上
演
し
て
い
た
。 

 

五
〇
年
代
後
半
か
ら
運
動
が
退
潮
に
向
か
い
、
紙
芝
居
も 

 

廃
れ
た
。
し
か
し
六
〇
年
代
、
紙
芝
居
の
筋
書
き
を
基
に 

 

小
説
や
映
画
が
作
ら
れ
、
町
衆
と
武
士
の
対
立
の
中
で
祭 

 

り
が
復
興
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
広
く
普
及
し
て
い
っ
た
と
い 

 

う(6) 

 

ま
た
、
学
術
的
に
は
異
論
も
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、「
祇
園
祭

＝
町
衆
」
を
決
定
的
に
印
象
づ
け
た
作
品
と
し
て
、
こ
れ
を
発

見
し
た
立
命
館
大
文
学
部
の
田
中
聡
は
「
戦
後
復
興
期
の
歴
史

意
識
を
探
る
上
で
貴
重
な
資
料
だ
」
と
話
し
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
河
内
将
芳
は
「
戦
国
時
代
の
祇
園
祭
も
町
衆
の
力
だ
け
で

な
く
、
比
叡
山
延
暦
寺
や
幕
府
の
意
向
で
成
り
立
っ
て
い
た
。

実
際
の
歴
史
と
は
違
う
イ
メ
ー
ジ
を
広
め
た
紙
芝
居
の
発
見
は

歴
史
を
検
証
す
る
い
い
機
会
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
読

売
新
聞
』（
二
〇
〇
八
年
七
月
一
二
日
）
に
よ
る
と
、
再
発
見
さ

れ
た
紙
芝
居
『
祇
園
祭
』
の
た
め
に
二
〇
〇
八
年
七
月
一
三
日

（
午
後
一
時
半
）
に
京
都
会
館
大
ホ
ー
ル
で
「
祇
園
祭
～
よ
み

が
え
る
歴
史
と
イ
メ
ー
ジ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
市
民
講
演
会

も
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
講
演
会
は
日
本
史
研
究
会
な
ど
の
主

催
で
、
河
内
将
芳
と
田
中
聡
が
招
待
さ
れ
、
紙
芝
居
「
祇
園
祭
」

が
半
世
紀
ぶ
り
に
実
演
さ
れ
て
い
る(7)

。 

伊
藤
大
輔
監
督
は
戦
前
の
『
忠
次
旅
日
記
』（
一
九
二
七
年
）

三
部
作
、
戦
後
の
『
王
将
』（
一
九
六
二
年
）
と
『
反
逆
児
』(

一

九
六
一
年)

な
ど
男
の
苦
し
み
を
描
い
た
作
品
で
有
名
で
、「
時

代
劇
の
父
」
と
も
言
わ
れ
る
が(8)

、
こ
の
紙
芝
居
に
輿
味
を
持
ち
、

紙
芝
居
台
本
を
入
手
し
て
か
ら
映
画
『
祇
園
祭
』
の
企
画
を
始

め
た
。 

一
方
、
一
九
六
一
年
に
こ
の
紙
芝
居
か
ら
ヒ
ン
ト
を
え
た
西

口
克
己
の
小
説
『
祇
園
祭
』
が
出
版
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
読
ん

だ
俳
優
中
村
錦
之
助
が
ぜ
ひ
自
分
で
や
り
た
い
と
言
い
出
し
た
。

中
村
は
、
伊
藤
監
督
も
こ
の
企
画
に
熱
心
で
あ
る
こ
と
を
知
る

と
、
二
人
の
共
同
戦
線
を
呼
び
か
け
た
。
伊
藤
監
督
は
こ
の
小

映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
な
ど
、
様
々
な
メ

デ
ィ
ア
の
反
応
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
第
三
節
で
は
、
映
画
『
祇

園
祭
』
が
「
京
都
」
イ
メ
ー
ジ
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
実
例

も
示
し
つ
つ
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
、
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
映
画
『
祇
園
祭
』
が
持
つ
意
味
を
ま
と
め
る
。 

  
 
 

二 

映
画
『
祇
園
祭
』
の
背
景
と
日
本
映
画
復
興
協
会 

 

ま
ず
は
、
映
画
『
祇
園
祭
』
の
企
画
か
ら
撮
影
に
至
る
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
を
、
日
本
映
画
復
興
協
会
の
設
立
及
び
中
村
錦
之

助
（
後
に
萬
屋
錦
之
介
と
し
て
名
前
が
変
わ
る
が
以
下
で
は
中

村
錦
之
助
と
呼
ぶ
）
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
一
九
六
一
年
か
ら

一
九
六
八
年
一
〇
月
一
九
日
の
公
開
ま
で
の
概
要
に
つ
い
て
河

内
将
芳
『
祇
園
祭
と
戦
国
京
都
』(

二
〇
〇
七
年)

の
記
述
を
中

心
に
紹
介
し
た
い(3)

。 

映
画
『
祇
園
祭
』
は
ま
ず
、
一
つ
の
紙
芝
居
か
ら
出
発
す
る(4)

。

一
九
五
〇
年
、
立
命
館
大
学
の
日
本
史
専
門
家
で
あ
る
林
屋
辰

三
郎
教
授
が
中
心
と
な
っ
て
京
大
生
ら
と
一
緒
に
紙
芝
居
『
祇

園
祭
』
を
製
作
し
た
。
こ
れ
は
、
応
仁
の
乱
後
に
京
町
衆
た
ち

の
自
治
体
制
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
市
民
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

っ
て
祇
園
祭
が
復
興
さ
れ
た
史
実
を
紙
芝
居
に
し
た
も
の
だ
っ

た
。
こ
の
原
紙
は
六
〇
年
代
に
紛
失
し
、
そ
れ
が
再
発
見
さ
れ

た
の
は
二
〇
〇
七
年
で
あ
る
。「
国
民
的
歴
史
学
運
動
」
の
代
表

例
と
さ
れ
る
、
紙
芝
居
『
祇
園
祭
』
は
二
〇
〇
七
年
五
月
に
立

命
館
大
文
学
部
の
田
中
聡
・
非
常
勤
講
師
を
代
表
に
「
戦
後
歴

史
学
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
が
、
紙
芝
居
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
版

（
五
八
枚
）
を
撮
影
し
た
ス
ラ
イ
ド
フ
ィ
ル
ム
や
複
製
の
一
部

（
一
一
枚
）、
台
本
な
ど
が
入
っ
た
段
ボ
ー
ル
箱
を
発
見
し
た
。

 

『
朝
日
新
聞
』（
二
〇
一
四
年
七
月
八
日
）
は
、「
祇
園
祭
を

よ
み
が
え
ら
せ
た
町
衆
の
精
神
を
思
い
起
こ
し
、
日
本
を
立
ち

直
ら
せ
よ
う
。
紙
芝
居
に
込
め
ら
れ
た
の
は
、
戦
後
復
興
へ
の

願
い
。
京
都
市
内
を
中
心
に
巡
回
公
演
さ
れ
た(5)

」
と
紹
介
し
、

紙
芝
居
『
祇
園
祭
』
が
持
つ
重
要
な
意
味
に
つ
い
て
指
摘
し
て

い
る
。
ま
た
、『
毎
日
新
聞
』（
二
〇
〇
八
年
七
月
一
二
日
）
は

紙
芝
居
『
祇
園
祭
』
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。 
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説
を
底
本
に
中
村
錦
之
助
主
演
で
映
画
化
す
る
企
画
を
東
映
に

提
出
す
る
。
だ
が
、
検
討
の
結
果
、「
映
画
製
作
費
が
高
い
」、

「
こ
ん
な
お
金
を
使
っ
て
、
時
代
劇
を
作
る
に
は
、
利
益
の
リ

ス
ク
が
あ
る
」
な
ど
の
理
由
か
ら
東
映
は
映
画
化
案
を
却
下
し

た
。 当

時
、
時
代
劇
に
固
執
す
る
中
村
錦
之
助
と
東
映
と
の
溝
は

深
ま
る
一
方
で
あ
り
、
錦
之
助
も
ま
た
納
得
で
き
る
時
代
劇
を

作
る
た
め
、
自
ら
ス
ポ
ン
サ
ー
を
探
し
て
い
た
。
結
局
、
中
村

錦
之
助
は
一
九
六
六
年
に
東
映
依
存
を
や
め
、
東
映
と
の
専
属

契
約
を
解
消
し
た
。
中
村
は
京
都
に
移
動
し
、
資
本
金
三
百
万

円
の
株
式
会
社
「
日
本
映
画
復
興
協
会
」
を
設
立
し
、
ス
ポ
ン

サ
ー
を
探
し
続
け
た
。
つ
い
に
一
九
六
七
年
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
・
竹
中
労
が
府
政
百
年
記
念
事
業
と
し
て
京
都
府
に
映
画「
祇

園
祭
」
の
企
画
を
持
ち
込
ん
だ
。
当
時
の
京
都
府
知
事
で
あ
る

蜷
川
虎
三
氏
は
「
京
都
は
日
本
映
画
発
祥
の
地
で
あ
り
、
そ
こ

か
ら
産
業
と
し
て
の
映
画
復
興
の
狼
煙
を
挙
げ
る
の
は
、
実
に

意
義
深
い
こ
と
」
と
全
面
的
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
を
表
明
す
る
。

京
都
府
の
取
り
組
み
に
つ
い
て『
府
政
だ
よ
り
』(

一
九
六
七
年)

は
、
こ
の
映
画
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
こ
の
映
画
は
、
祭
り
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
京
都
の
町
や

庶
民
の
姿
、
文
化
の
移
り
変
わ
り
な
ど
歴
史
的
な
面
を
広
く
紹

介
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
府
は
、
府
民
の
歴
史
を
記
録
と

し
て
保
存
し
、
ま
た
、
京
都
産
業
と
し
て
発
展
し
て
き
た
映
画

産
業
に
寄
与
す
る
た
め
、
資
料
を
集
め
、
協
力
会
を
つ
く
る
な

ど
積
極
的
に
協
力
し
ま
す
」。 

ま
た
、
京
都
府
の
協
力
に
つ
い
て
も
『
朝
日
新
聞
』（
一
九
六

七
年
八
月
二
三
日
）
は
、「
中
村
錦
之
助
主
演
、
伊
藤
大
輔
監
督

の
時
代
劇
映
画
『
祇
園
祭
』
が
、
京
都
府
・
市
の
前
面
的
な
努

力
を
得
て
、
一
一
月
か
ら
撮
影
を
開
始
す
る
」
と
報
道
し
て
い

る(9)

。『
読
売
新
聞
』
で
も
「
京
都
府
お
よ
び
京
都
市
の
協
力
」

で
カ
ラ
ー
、
ワ
イ
ド
二
時
間
半
の
映
画
『
祇
園
祭
』
の
製
作
が

可
能
に
な
っ
た
と
し
、
中
村
錦
之
助
の
安
堵
の
声
、
映
画
製
作

へ
の
意
気
込
を
伝
え
て
い
る(10)

。「
東
映
時
代
か
ら
伊
藤
先
生
と

あ
た
た
め
て
い
た
念
願
の
計
画
で
す
。〈
略
〉
も
の
す
ご
く
張
り

切
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
大
き
な
責
任
も
感
じ
て
い
ま
す(11)

」。 
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三 

映
画
『
祇
園
祭
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
メ
デ
ィ
ア 

  

映
画
『
祇
園
祭
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
つ
い
て
、
二
〇
一
三
年

の
祇
園
祭
の
た
め
に
発
行
さ
れ
た
、「
祇
園
祭
記
念
特
別
上
映

『
祇
園
祭
』」京
都
文
化
博
物
館
フ
ィ
ル
ム
シ
ア
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
詳
し
く
載
っ
て
い
る
が
、そ
れ
を
簡
単
に
要
約
し
て
お
こ

う(12)

。 

 

足
利
幕
府
の
政
権
闘
争
に
端
を
発
し
た
応
仁
の
乱
以
後
、
京

の
町
は
絶
え
間
な
い
戦
禍
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
、
農
民
た
ち
の

不
満
は
土
一
揆
と
な
っ
て
爆
発
す
る
。
主
人
公
の
染
物
職
人
の

町
衆
で
あ
る
新
吉(

中
村
錦
之
助)

は
、
不
本
意
な
が
ら
殺
し
合

い
に
参
加
す
る
事
と
な
り
、
何
か
が
間
違
っ
て
い
る
と
強
く
感

じ
る
。
町
も
戦
火
で
焼
け
落
ち
、
侍
へ
の
不
信
感
が
募
っ
て
い

く
。
新
吉
は
、「
そ
も
そ
も
土
一
揆
の
原
因
と
は
い
っ
た
い
何
な

の
か
。
ま
た
、
こ
の
状
況
で
得
を
し
て
い
る
の
は
誰
な
の
か
。

町
衆
や
百
姓
と
い
っ
た
弱
い
も
の
同
志
を
争
わ
せ
、
利
益
を
得

て
い
る
の
は
、
侍
で
は
な
い
の
か
」
な
ど
の
疑
問
を
抱
き
は
じ

め
る
。
や
が
て
新
吉
ら
町
衆
は
、
自
ら
の
手
で
町
を
守
り
殺
し

合
い
で
は
な
い
、
町
衆
ら
し
い
や
り
方
で
侍
に
対
抗
し
よ
う
と

考
え
る
に
至
る
。
そ
の
団
結
力
の
証
と
し
て
、
三
〇
年
間
途
絶

え
て
い
た
祇
園
祭
の
復
興
を
決
意
す
る
。
一
方
、
新
吉
は
笛
の

名
手
で
あ
っ
た
美
女
、
あ
や
め(

岩
下
志
麻)

に
会
う
。
あ
や
め

は
「
か
わ
ら
者
」
と
呼
ば
れ
る
被
差
別
地
域
の
出
自
で
あ
っ
た

が
、
同
じ
く
笛
の
名
手
で
あ
る
染
物
職
人
の
新
吉
は
彼
女
に
強

く
惹
か
れ
て
い
く
。
新
吉
に
と
っ
て
、
三
〇
年
前
に
途
絶
え
た

祇
園
祭
の
復
興
は
、
侍
の
支
配
か
ら
の
脱
却
、
さ
ま
ざ
ま
な
階

層
の
人
々
が
思
想
や
身
分
を
超
え
て
団
結
す
る
革
命
と
自
治
の

象
徴
的
な
事
業
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
思
惑
を
見
抜
い
た
支

配
階
級
の
側
か
ら
は
、
新
し
い
課
税
、
食
料
配
給
の
差
し
押
さ

え
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
妨
害
が
入
り
、
祭
り
の
準
備
は
遅
々
と

し
て
進
ま
な
い
。
祭
り
の
日
程
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
侍
の
側
は

準
備
を
中
止
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
町
衆
の
心
も
一
度
は
萎
え
そ

う
に
な
る
が
、
新
吉
の
見
事
な
演
説
で
盛
り
返
し
た
民
意
に
よ

り
山
鉾
の
準
備
が
無
事
に
完
成
す
る
。
そ
の
お
囃
子
は
、
あ
や

め
と
新
吉
の
共
同
制
作
で
あ
り
、
み
ん
な
晴
れ
が
ま
し
い
自
分

た
ち
の
お
祭
り
に
歓
喜
す
る
。 

説
を
底
本
に
中
村
錦
之
助
主
演
で
映
画
化
す
る
企
画
を
東
映
に

提
出
す
る
。
だ
が
、
検
討
の
結
果
、「
映
画
製
作
費
が
高
い
」、

「
こ
ん
な
お
金
を
使
っ
て
、
時
代
劇
を
作
る
に
は
、
利
益
の
リ

ス
ク
が
あ
る
」
な
ど
の
理
由
か
ら
東
映
は
映
画
化
案
を
却
下
し

た
。 当

時
、
時
代
劇
に
固
執
す
る
中
村
錦
之
助
と
東
映
と
の
溝
は

深
ま
る
一
方
で
あ
り
、
錦
之
助
も
ま
た
納
得
で
き
る
時
代
劇
を

作
る
た
め
、
自
ら
ス
ポ
ン
サ
ー
を
探
し
て
い
た
。
結
局
、
中
村

錦
之
助
は
一
九
六
六
年
に
東
映
依
存
を
や
め
、
東
映
と
の
専
属

契
約
を
解
消
し
た
。
中
村
は
京
都
に
移
動
し
、
資
本
金
三
百
万

円
の
株
式
会
社
「
日
本
映
画
復
興
協
会
」
を
設
立
し
、
ス
ポ
ン

サ
ー
を
探
し
続
け
た
。
つ
い
に
一
九
六
七
年
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
・
竹
中
労
が
府
政
百
年
記
念
事
業
と
し
て
京
都
府
に
映
画「
祇

園
祭
」
の
企
画
を
持
ち
込
ん
だ
。
当
時
の
京
都
府
知
事
で
あ
る

蜷
川
虎
三
氏
は
「
京
都
は
日
本
映
画
発
祥
の
地
で
あ
り
、
そ
こ

か
ら
産
業
と
し
て
の
映
画
復
興
の
狼
煙
を
挙
げ
る
の
は
、
実
に

意
義
深
い
こ
と
」
と
全
面
的
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
を
表
明
す
る
。

京
都
府
の
取
り
組
み
に
つ
い
て『
府
政
だ
よ
り
』(

一
九
六
七
年)

は
、
こ
の
映
画
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
こ
の
映
画
は
、
祭
り
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
京
都
の
町
や

庶
民
の
姿
、
文
化
の
移
り
変
わ
り
な
ど
歴
史
的
な
面
を
広
く
紹

介
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
府
は
、
府
民
の
歴
史
を
記
録
と

し
て
保
存
し
、
ま
た
、
京
都
産
業
と
し
て
発
展
し
て
き
た
映
画

産
業
に
寄
与
す
る
た
め
、
資
料
を
集
め
、
協
力
会
を
つ
く
る
な

ど
積
極
的
に
協
力
し
ま
す
」。 

ま
た
、
京
都
府
の
協
力
に
つ
い
て
も
『
朝
日
新
聞
』（
一
九
六

七
年
八
月
二
三
日
）
は
、「
中
村
錦
之
助
主
演
、
伊
藤
大
輔
監
督

の
時
代
劇
映
画
『
祇
園
祭
』
が
、
京
都
府
・
市
の
前
面
的
な
努

力
を
得
て
、
一
一
月
か
ら
撮
影
を
開
始
す
る
」
と
報
道
し
て
い

る(9)

。『
読
売
新
聞
』
で
も
「
京
都
府
お
よ
び
京
都
市
の
協
力
」

で
カ
ラ
ー
、
ワ
イ
ド
二
時
間
半
の
映
画
『
祇
園
祭
』
の
製
作
が

可
能
に
な
っ
た
と
し
、
中
村
錦
之
助
の
安
堵
の
声
、
映
画
製
作

へ
の
意
気
込
を
伝
え
て
い
る(10)

。「
東
映
時
代
か
ら
伊
藤
先
生
と

あ
た
た
め
て
い
た
念
願
の
計
画
で
す
。〈
略
〉
も
の
す
ご
く
張
り

切
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
大
き
な
責
任
も
感
じ
て
い
ま
す(11)

」。 
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祭
り
の
日
に
、
山
鉾
巡
行
を
そ
の
場
で
阻
止
す
る
た
め
に
侍

た
ち
が
緊
急
出
動
す
る
。
町
衆
が
人
間
の
鎖
で
侵
入
を
阻
止
す

る
が
、
こ
の
騒
動
の
最
中
に
新
吉
に
矢
が
当
た
っ
て
し
ま
う
。

新
吉
は
、
山
鉾
の
前
で
熊
左
（
三
船
敏
郎
）
に
担
い
で
も
ら
っ

た
戸
板
に
揺
ら
れ
な
が
ら
山
鉾
を
リ
ー
ド
し
続
け
る
。
万
感
の

思
い
で
山
鉾
を
見
上
げ
、祇
園
祭
の
復
興
に
成
功
し
た
新
吉
は
、

そ
こ
で
微
笑
み
な
が
ら
息
絶
え
た
。 

 

こ
の
映
画
『
祇
園
祭
』
に
つ
い
て
新
聞
記
事
を
検
索
し
て
み

る
と
、
撮
影
中
に
予
算
が
足
り
な
い
、
プ
ロ
の
役
者
が
不
足
す

る
な
ど
様
々
な
混
乱
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。そ
れ
に
対
し
て
、

京
都
銀
行
を
は
じ
め
と
し
た
地
元
企
業
と
京
都
府
民
が
資
金
的

援
助
を
行
い
、
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
も
協
力
し
て
い
る
。『
読
売

新
聞
』（
一
九
六
八
年
一
〇
月
一
七
日
）
は
こ
う
報
じ
て
い
る
。

「
こ
の
映
画
は
、
も
と
も
と
京
都
府
百
年
記
念
事
業
の
一
つ
と

し
て
、
蜷
川
虎
三
知
事
が
府
自
体
で
や
っ
て
も
よ
い
と
ま
で
考

え
て
い
た
も
の
。
い
ろ
い
ろ
な
政
治
的
ト
ラ
ブ
ル
の
末
、
府
が

京
都
銀
行
か
ら
寄
付
さ
れ
た
五
千
万
円
を
映
画
制
作
費
に
貸
し

付
け
る
こ
と
に
決
定
し
た(13)

」。 

 

錦
之
助
は
映
画
の
撮
影
に
関
し
て
、「
ど
ん
な
映
画
で
も
ま
ず

客
の
入
る
映
画
を
つ
く
れ
、
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
、

本
当
に
映
画
を
愛
す
る
人
な
ら
賛
成
で
き
な
い
は
ず
。
ま
ず
、

立
派
な
面
白
い
映
画
を
つ
く
っ
て
、
お
客
さ
ん
を
感
心
さ
せ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
今
大
切
な
の
は
、
映
画
は
や
は
り
テ
レ
ビ

よ
り
楽
し
い
と
、
人
に
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
」
と
述
べ
、

東
映
の
方
針
を
批
判
し
な
が
ら
も
、
映
画
『
祇
園
祭
』
の
製
作

に
執
念
を
燃
や
し
て
い
た(14)

。
か
く
し
て
様
々
な
困
難
を
越
え
、

映
画
『
祇
園
祭
』
の
撮
影
は
一
九
六
八
年
一
〇
月
一
九
日
に
終

わ
る(15)

。
上
映
が
始
ま
る
と
と
も
に
、
日
本
全
国
か
ら
こ
の
映
画

に
対
し
て
熱
烈
な
共
感
が
示
さ
れ
、『
祇
園
祭
』
は
「
京
都
」
イ

メ
ー
ジ
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
映
画
界
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
る
。 
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の
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映
画
『
祇
園
祭
』
は
一
六
七
分
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よ
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長
大
な
も
の
で
あ

り
、
鉾
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を
新
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す
る
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か
か
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た
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万

円
、
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万
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０
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人
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完
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た
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録
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日
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れ
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。
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録
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日
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独
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よ
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的
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、
府
が

京
都
銀
行
か
ら
寄
付
さ
れ
た
五
千
万
円
を
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画
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に
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こ
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に
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で
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の
入
る
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を
つ
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れ
、
と
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う
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も
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ま
す
。
し
か
し
、

本
当
に
映
画
を
愛
す
る
人
な
ら
賛
成
で
き
な
い
は
ず
。
ま
ず
、

立
派
な
面
白
い
映
画
を
つ
く
っ
て
、
お
客
さ
ん
を
感
心
さ
せ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
今
大
切
な
の
は
、
映
画
は
や
は
り
テ
レ
ビ

よ
り
楽
し
い
と
、
人
に
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
」
と
述
べ
、

東
映
の
方
針
を
批
判
し
な
が
ら
も
、
映
画
『
祇
園
祭
』
の
製
作

に
執
念
を
燃
や
し
て
い
た(14)

。
か
く
し
て
様
々
な
困
難
を
越
え
、

映
画
『
祇
園
祭
』
の
撮
影
は
一
九
六
八
年
一
〇
月
一
九
日
に
終

わ
る(15)

。
上
映
が
始
ま
る
と
と
も
に
、
日
本
全
国
か
ら
こ
の
映
画

に
対
し
て
熱
烈
な
共
感
が
示
さ
れ
、『
祇
園
祭
』
は
「
京
都
」
イ

メ
ー
ジ
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
映
画
界
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
る
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に
は
映
画
『
祇
園
祭
』
に
対
す
る
批
判
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。

映
画
『
祇
園
祭
』
は
、
莫
大
な
費
用
と
人
員
を
投
じ
て
製
作
さ

れ
た
大
作
で
あ
っ
た
が
、「
あ
い
も
変
わ
ら
ず
、
町
衆
と
侍
た
ち

と
の
対
抗
関
係
が
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
骨
格
と
な
っ
て
い
る
」

勧
善
懲
悪
作
品
と
批
判
す
る(20)

。
河
内
は
さ
ら
に
、「
一
見
す
る

と
、
な
ぜ
こ
う
も
は
っ
き
り
と
、
敵
と
味
方
、
あ
る
い
は
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
と
い
っ
た
分
け
か
た
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
か
、
不
思
議
に
さ
え
感
じ
ら
れ
る(21)

」
と
疑
問
を
提
示
す
る

だ
け
で
、
そ
の
二
項
対
立
の
ゆ
え
ん
に
つ
い
て
は
踏
み
こ
ん
で

い
な
い
。
し
か
し
、
明
治
百
年
祭
の
政
治
性
と
い
う
文
脈
で
映

画
『
祇
園
祭
』
を
捉
え
か
え
す
と
、
む
し
ろ
こ
の
二
項
対
立
こ

そ
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
だ
ろ
う
。
国
家
権
力
に
対
抗

す
る
民
衆
の
祭
礼
と
い
う
祇
園
祭
イ
メ
ー
ジ
が
、「
現
代
」
を
描

く
こ
の
時
代
劇
映
画
を
通
し
て
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
日
本
全
国
で
関
心
を
集
め
た
『
祇
園
祭
』

の
観
客
の
反
応
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
は
「
京
都
」

イ
メ
ー
ジ
に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を

推
測
す
る
た
め
に
、
京
都
市
統
計
書(22)

の
デ
ー
タ
を
利
用
し
、
京

都
に
訪
問
し
た
観
光
客
者
数
を
分
析
し
た
。以
下
に
見
る
の
は
、

一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
七
五
年
の
間
、
京
都
の
観
光
客
者
数
を

グ
ラ
フ
し
た
も
の
で
あ
る
。 
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図
１
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
映
画
が
上
映
さ
れ
た
一
九
六

八
年
以
降
、京
都
の
観
光
客
者
数
は
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

特
に
一
九
七
〇
年
の
急
激
な
増
加
は
大
阪
万
博
の
影
響
だ
と
考

え
ら
れ
る
が
、
も
し
、
万
博
の
盛
り
上
が
り
に
よ
る
一
時
的
現

象
に
す
ぎ
な
か
っ
た
な
ら
、
万
博
の
終
了
後
に
減
少
し
た
は
ず

だ
ろ
う
。
確
か
に
一
九
七
一
年
は
一
九
七
〇
年
と
比
べ
減
少
し

て
い
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
七
一
年
の
観
光
客
者
数

は
六
八
年
よ
り
非
常
に
高
い
し
、
一
九
七
一
年
か
ら
連
続
的
に

増
加
し
て
い
る
。 

七
月
一
七
日
の
前
祭
と
二
四
日
の
後
祭
の
二
つ
に
分
か
れ
て

い
た
祇
園
祭
が
一
本
化
し
た
の
は
一
九
六
六
年
で
あ
り
、
各
新

聞
や
統
計
を
検
討
し
て
も
、
一
九
六
六
年
以
前
の
観
光
客
数
の

厳
密
な
数
字
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
祇
園
祭
の
観
光
客

数
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
も
の
と
し
て
、
京
都
市
統
計
書
の
七
月
の

観
光
客
者
数
を
検
討
す
る
。
七
月
に
京
都
に
訪
問
し
た
観
光
客

に
関
す
る
グ
ラ
フ
は
以
下
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
増
加
に
映
画
『
祇
園
祭
』
が
寄
与
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き

な
い
。 
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に
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映
画
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祇
園
祭
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に
対
す
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批
判
も
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さ
れ
て
い
る
。

映
画
『
祇
園
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は
、
莫
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費
用
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を
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製
作
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作
で
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あ
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も
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町
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と
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ち
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の
対
抗
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が
そ
の
ス
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リ
ー
の
骨
格
と
な
っ
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い
る
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勧
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懲
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作
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と
批
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す
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。
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は
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、
あ
る
い
は
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
と
い
っ
た
分
け
か
た
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
か
、
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れ
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踏
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も
、
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で
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の
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う
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の
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ま
た
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う
い
う
影
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を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を

推
測
す
る
た
め
に
、
京
都
市
統
計
書(22)

の
デ
ー
タ
を
利
用
し
、
京

都
に
訪
問
し
た
観
光
客
者
数
を
分
析
し
た
。以
下
に
見
る
の
は
、

一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
七
五
年
の
間
、
京
都
の
観
光
客
者
数
を

グ
ラ
フ
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 

図
１
．
入
洛
観
光
客
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0
10000
20000
30000
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実
際
、
一
九
六
五
年
か
ら
一
九
六
八
年
ま
で
ほ
ぼ
一
〇
〇
万

人
程
度
で
あ
っ
た
七
月
の
観
光
客
数
は
映
画
上
映
が
終
了
し
た

翌
年
七
月
に
、
約
五
〇
％
増
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
七

〇
年
か
ら
倍
以
上
増
加
し
、
以
後
も
一
九
六
八
年
レ
ベ
ル
に
減

少
す
る
こ
と
は
な
い
。 

ま
た
、
日
本
の
観
光
雑
誌
で
あ
る
『
旅
』
を
検
討
す
る
と
、

こ
の
観
光
客
数
の
増
加
が
「
京
都
」
認
知
の
高
ま
り
だ
と
す
る

解
釈
を
支
持
す
る
変
化
が
見
ら
れ
る
。
一
九
六
〇
年
か
ら
一
九

六
八
年
の
八
年
間
、
京
都
へ
の
旅
行
が
特
集
に
載
っ
た
の
は
三

回
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
は
、『
特
集
／
京
都
・
奈
良
』（
一
九
六

一
年
一
〇
月
号
）、『
特
集
／
京
都
一
九
六
五
』（
一
九
六
五
年
一

〇
月
号
）
と
『
特
集
／
京
都
－
そ
の
新
し
い
楽
し
み
方
』（
一
九

六
七
年
一
一
月
号
）
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
九
六
八
年

の
映
画
上
映
か
ら
一
九
七
五
年
に
か
け
て
の
八
年
間
で
は
、
八

回
も
京
都
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る(23)

。
大
阪
万
国
博
覧
会
が
行
わ

れ
た
一
九
七
〇
年
に
し
て
も
、『
特
集
／
京
都
の
夏
祭
り
と
万
国

博
見
物
法
』（
一
九
七
〇
年
八
月
号
）
で
は
、
万
博
と
と
も
に
京

都
が
す
す
め
ら
れ
、
特
に
祇
園
祭
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。 

映
画
『
祇
園
祭
』
の
上
映
が
終
了
し
て
以
降
、
京
都
を
訪
問

し
た
観
光
客
者
数
が
目
立
っ
て
増
加
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
一
九

七
〇
年
に
行
わ
れ
た
大
阪
万
国
博
覧
会
の
影
響
で
日
本
全
体
で

観
光
客
者
数
が
非
常
に
増
え
て
い
る
た
め
、
映
画
『
祇
園
祭
』

の
「
京
都
イ
メ
ー
ジ
」
が
直
接
影
響
し
た
範
囲
は
限
定
的
か
も

し
れ
な
い
。し
か
し
、映
画
の
上
映
が
終
了
し
、次
の
祇
園
祭(

一

九
六
九
年)

に
参
加
し
た
観
光
客
者
数
は
約
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト

も
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
一
つ
の
解
釈
を
可
能
に
す
る
だ
ろ
う
。

一
九
六
九
年
の
祇
園
祭
が
行
わ
れ
た
時
、
大
阪
万
国
博
覧
会
開

始
ま
で
は
ま
だ
一
年
近
く
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
人
達
は
大
阪
万

国
博
覧
会
を
訪
問
し
、
つ
い
で
に
祇
園
祭
に
参
加
す
る
も
の
で

は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
祇
園
祭
の
た
め
に
来
た
人
た
ち
だ
っ
た
に

ち
が
い
な
い
。 

  
 
 

五 

ま
と
め 

  

戦
後
日
本
の
重
要
な
国
家
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
「
明
治

百
年
祭
」
で
は
日
本
全
国
各
地
で
様
々
な
事
業
・
行
事
が
計
画
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さ
れ
た
。
例
え
ば
、「
明
治
百
年
記
念
土
緑
化
運
動
」、「
明
治
百

年
記
念
博
物
館
」、「
明
治
百
年
記
念
『
青
年
の
船
』」
な
ど
多
数

の
も
の
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
に
「
明
治
百
年
記
念
映
画
」
が
あ

る
が
、
京
都
以
外
の
「
記
念
映
画
」
の
テ
ー
マ
は
そ
の
自
治
体

の
過
去
百
年
間
の
歴
史
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
し
て
見
せ
る

も
の
で
あ
り
、
京
都
だ
け
が
明
治
元
年
か
ら
の
話
で
は
な
く
、

そ
れ
よ
り
も
四
百
年
古
い
「
応
仁
の
乱
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た

記
念
映
画
を
製
作
し
た
。 

 

そ
れ
は
一
九
五
〇
年
に
林
屋
辰
三
郎
が
京
大
生
ら
と
一
緒
に

製
作
し
た
紙
芝
居
『
祇
園
祭
』、
こ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
え
た
西
口
克

己
に
よ
る
小
説
を
素
材
に
し
て
い
る
。
時
代
劇
の
父
と
も
言
わ

れ
た
伊
藤
大
輔
監
督
は
こ
の
小
説『
祇
園
祭
』に
輿
味
を
持
ち
、

作
品
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
た
。
や
が
て
「
こ
れ
を

是
非
映
画
に
し
た
い
」
と
言
い
出
し
た
中
村
錦
之
助
と
伊
藤
大

輔
の
共
同
戦
線
が
で
き
、
企
画
は
東
映
に
提
出
さ
れ
た
。
し
か

し
、「
利
益
の
リ
ス
ク
が
あ
る
」、「
制
作
費
が
高
い
」
な
ど
の
理

由
で
却
下
さ
れ
た
。
株
式
会
社
日
本
映
画
復
興
協
会
を
設
立
し

た
錦
之
助
は
、
京
都
で
ス
ポ
ン
サ
ー
を
探
し
続
け
、
つ
い
に
府

政
百
年
記
念
事
業
と
し
て
京
都
府
が
企
画
を
全
面
的
バ
ッ
ク
・

ア
ッ
プ
す
る
に
い
た
る
。 

応
仁
の
乱
に
よ
り
三
〇
年
間
も
途
絶
え
て
い
た
祇
園
祭
の
復

興
を
テ
ー
マ
に
、
ラ
ブ
ス
ト
リ
ー
も
か
ら
ま
せ
た
映
画
『
祇
園

祭
』
は
、
そ
の
撮
影
に
も
様
々
な
困
難
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、

京
都
府
を
は
じ
め
、
京
都
銀
行
な
ど
企
業
が
お
金
を
援
助
し
、

役
者
と
し
て
も
京
都
府
民
一
万
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
と
し
て

協
力
し
た
お
か
げ
で
映
画
は
完
成
し
た
。 

こ
の
映
画
を
日
本
各
地
の
日
本
人
に
見
せ
る
た
め
に
一
万
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
が
集
ま
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
応
仁
の
乱
の

後
、
祇
園
祭
の
復
興
の
た
め
に
努
力
し
た
町
衆
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
と
類
似
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
の
意
義

を
秋
か
ら
に
し
た
こ
と
が
本
論
文
の
一
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
。 

 
映
画
『
祇
園
祭
』
は
一
九
六
八
年
一
一
月
二
三
日
に
公
開
さ

れ
、映
画
館
に
よ
っ
て
チ
ケ
ッ
ト
が
数
日
間
売
り
切
れ
に
な
り
、

上
映
期
間
が
延
長
に
な
っ
た
。
テ
レ
ビ
の
普
及
の
影
響
に
よ
り

一
九
五
八
年
の
ピ
ー
ク
か
ら
、
徐
々
に
減
少
し
て
き
た
映
画
館

実
際
、
一
九
六
五
年
か
ら
一
九
六
八
年
ま
で
ほ
ぼ
一
〇
〇
万

人
程
度
で
あ
っ
た
七
月
の
観
光
客
数
は
映
画
上
映
が
終
了
し
た

翌
年
七
月
に
、
約
五
〇
％
増
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
七

〇
年
か
ら
倍
以
上
増
加
し
、
以
後
も
一
九
六
八
年
レ
ベ
ル
に
減

少
す
る
こ
と
は
な
い
。 

ま
た
、
日
本
の
観
光
雑
誌
で
あ
る
『
旅
』
を
検
討
す
る
と
、

こ
の
観
光
客
数
の
増
加
が
「
京
都
」
認
知
の
高
ま
り
だ
と
す
る

解
釈
を
支
持
す
る
変
化
が
見
ら
れ
る
。
一
九
六
〇
年
か
ら
一
九

六
八
年
の
八
年
間
、
京
都
へ
の
旅
行
が
特
集
に
載
っ
た
の
は
三

回
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
は
、『
特
集
／
京
都
・
奈
良
』（
一
九
六

一
年
一
〇
月
号
）、『
特
集
／
京
都
一
九
六
五
』（
一
九
六
五
年
一

〇
月
号
）
と
『
特
集
／
京
都
－
そ
の
新
し
い
楽
し
み
方
』（
一
九

六
七
年
一
一
月
号
）
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
九
六
八
年

の
映
画
上
映
か
ら
一
九
七
五
年
に
か
け
て
の
八
年
間
で
は
、
八

回
も
京
都
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る(23)

。
大
阪
万
国
博
覧
会
が
行
わ

れ
た
一
九
七
〇
年
に
し
て
も
、『
特
集
／
京
都
の
夏
祭
り
と
万
国

博
見
物
法
』（
一
九
七
〇
年
八
月
号
）
で
は
、
万
博
と
と
も
に
京

都
が
す
す
め
ら
れ
、
特
に
祇
園
祭
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。 

映
画
『
祇
園
祭
』
の
上
映
が
終
了
し
て
以
降
、
京
都
を
訪
問

し
た
観
光
客
者
数
が
目
立
っ
て
増
加
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
一
九

七
〇
年
に
行
わ
れ
た
大
阪
万
国
博
覧
会
の
影
響
で
日
本
全
体
で

観
光
客
者
数
が
非
常
に
増
え
て
い
る
た
め
、
映
画
『
祇
園
祭
』

の
「
京
都
イ
メ
ー
ジ
」
が
直
接
影
響
し
た
範
囲
は
限
定
的
か
も

し
れ
な
い
。し
か
し
、映
画
の
上
映
が
終
了
し
、次
の
祇
園
祭(

一

九
六
九
年)

に
参
加
し
た
観
光
客
者
数
は
約
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト

も
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
一
つ
の
解
釈
を
可
能
に
す
る
だ
ろ
う
。

一
九
六
九
年
の
祇
園
祭
が
行
わ
れ
た
時
、
大
阪
万
国
博
覧
会
開

始
ま
で
は
ま
だ
一
年
近
く
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
人
達
は
大
阪
万

国
博
覧
会
を
訪
問
し
、
つ
い
で
に
祇
園
祭
に
参
加
す
る
も
の
で

は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
祇
園
祭
の
た
め
に
来
た
人
た
ち
だ
っ
た
に

ち
が
い
な
い
。 

  
 
 

五 

ま
と
め 

  

戦
後
日
本
の
重
要
な
国
家
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
「
明
治

百
年
祭
」
で
は
日
本
全
国
各
地
で
様
々
な
事
業
・
行
事
が
計
画
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の
観
客
を
こ
の
映
画
が
ま
た
映
画
館
に
引
き
戻
す
こ
と
に
成
功

し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
映
画
『
祇
園
祭
』
は
独
立
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
が
日
本
で
ヒ
ッ
ト
し
た
は
じ
め
て
の
も
の
だ
っ
た
。
こ

れ
は
、日
本
映
画
史
上
に
お
い
て
一
つ
の
転
換
点
で
も
あ
っ
た
。

映
画
『
祇
園
祭
』
を
日
本
映
画
史
上
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
作
品
と
し
て
新
し
い
文
脈
で
再
評
価
す

る
こ
と
が
本
論
文
の
二
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。 

 

映
画
『
祇
園
祭
』
は
、
京
都
府
の
各
機
関
と
府
民
が
力
を
合

わ
せ
、
協
力
し
て
出
来
た
結
果
で
あ
り
、「
京
都
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
」
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。『
朝
日
新
聞
』

(

一
九
六
八
年
一
一
月
二
八
日)

は
、「
武
士
た
ち
は
戦
う
こ
と
し

か
知
ら
な
い
な
か
で
祭
り
に
よ
っ
て
平
和
を
招
来
さ
せ
よ
う
と

す
る
市
民
の
姿
を
通
し
て
今
に
続
く
京
都
市
民
の
た
く
ま
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
画
面
い
っ
ぱ
い
に
誇
示
し
た
映
画
で
も
言
え
る
。

そ
れ[

映
画
『
祇
園
祭
』：
筆
者
注]

は
ま
た
明
治
百
年
と
い
う
よ

う
な
ケ
チ
な
も
の
で
は
な
く
、
一
千
年
以
上
の
伝
統
を
持
つ
京

都
の
誇
り
を
歌
っ
て
い
る
と
も
受
け
取
れ
る(24)

」
と
、
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
明
治
百
年
を
批
判
し
な
が
ら
、
国
家
権
力
に
よ
ら

な
い
市
民
の
力
に
よ
っ
て
復
興
さ
れ
た「
祇
園
祭
」を
称
揚
し
、

自
治
の
伝
統
に
お
い
て
京
都
が
東
京
よ
り
優
っ
て
い
る
こ
と
を

強
調
し
た
。 

 

京
都
に
お
け
る
明
治
百
年
は
近
代
日
本
の
歴
史
認
識
を
め
ぐ

る
「
記
憶
の
内
戦
」
に
際
し
て
「
京
都
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」

と
い
う
歴
史
的
に
も
文
化
的
に
も
対
抗
的
な
「
真
正
な
日
本
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
提
示
し
て
い
た
。
そ
れ
は
「
明
治
百
年

祭
」
の
公
定
歴
史
認
識
を
相
対
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
映
画
『
祇

園
祭
』
は
そ
の
象
徴
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
時
期
に
増
加
す
る
観
光
客
は
京
都
と
い
う
空
間
に
身
を

置
く
こ
と
で
、
明
治
百
年
の
近
代
化
の
歩
み
を
相
対
化
で
き
る

歴
史
性
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

 

ち
な
み
に
、「
明
治
百
年
」
と
言
っ
て
も
、
京
都
の
人
々
か
ら

見
る
と
あ
ま
り
実
感
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
京
都
人

に
と
っ
て
、
大
き
な
変
化
や
戦
争
経
験
と
い
う
の
は
第
二
次
世

界
大
戦
で
も
な
く
、
ま
し
て
明
治
維
新
で
も
な
い
、
応
仁
の
乱

な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
映
画
を
撮
影
し
、
日

本
全
国
の
国
民
に
見
せ
る
こ
と
で
日
本
人
の
脳
裏
の
「
京
都
イ
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メ
ー
ジ
」
に
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ

ん
「
京
都
イ
メ
ー
ジ
」
は
映
画
『
祇
園
祭
』
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
の
で
は
な
い
。「
京
都
イ
メ
ー
ジ
」
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研

究
で
は
、
映
画
『
祇
園
祭
』
と
「
京
都
イ
メ
ー
ジ
」
を
結
び
つ

け
た
も
の
は
存
在
し
な
い
。 

最
後
に
、
映
画
『
祇
園
祭
』
は
二
〇
〇
七
年
九
月
一
四
日
に
、

退
色
の
進
ん
で
い
た
フ
ィ
ル
ム
を
監
督
の
山
内
鉄
也
や
美
術
監

督
・
井
川
徳
道
の
色
彩
、
大
阪
芸
術
大
学
教
授
・
太
田
米
男
、

株
式
会
社IMAGICA

ウ
ェ
ス
ト
が
復
元
作
業
を
進
め
、
原
版
か

ら
ニ
ュ
ー
プ
リ
ン
ト
が
作
成
さ
れ
た
。
同
年
一
〇
月
、
一
一
月

に
は
記
念
上
映
会
が
行
わ
れ
た(25)

。
こ
の
映
画
は
権
利
関
係
の
都

合
で
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
な
ど
の
ソ
フ
ト
化
や
名
画
座
で
の
上

映
が
一
切
さ
れ
ず
、
京
都
文
化
博
物
館
フ
ィ
ル
ム
シ
ア
タ
ー
で

毎
年
祇
園
祭
の
時
期
に
行
わ
れ
る
上
映
が
唯
一
の
機
会
と
な
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
名
画
を
観
え
る
人
が
今
日
で
は
非
常

に
少
な
い
の
で
あ
る
。
京
都
の
歴
史
、
文
化
、
あ
る
い
は
暮
ら

し
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
見
せ
、
京
都
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す

る
た
め
に
も
、
映
画
『
祇
園
祭
』
を
よ
り
効
果
的
に
利
用
す
る

こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

1 資
料
① 

映
画
『
祇
園
祭
』
ポ
ス
タ
ー 

         

      

の
観
客
を
こ
の
映
画
が
ま
た
映
画
館
に
引
き
戻
す
こ
と
に
成
功

し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
映
画
『
祇
園
祭
』
は
独
立
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
が
日
本
で
ヒ
ッ
ト
し
た
は
じ
め
て
の
も
の
だ
っ
た
。
こ

れ
は
、日
本
映
画
史
上
に
お
い
て
一
つ
の
転
換
点
で
も
あ
っ
た
。

映
画
『
祇
園
祭
』
を
日
本
映
画
史
上
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
作
品
と
し
て
新
し
い
文
脈
で
再
評
価
す

る
こ
と
が
本
論
文
の
二
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。 

 

映
画
『
祇
園
祭
』
は
、
京
都
府
の
各
機
関
と
府
民
が
力
を
合

わ
せ
、
協
力
し
て
出
来
た
結
果
で
あ
り
、「
京
都
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
」
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。『
朝
日
新
聞
』

(

一
九
六
八
年
一
一
月
二
八
日)

は
、「
武
士
た
ち
は
戦
う
こ
と
し

か
知
ら
な
い
な
か
で
祭
り
に
よ
っ
て
平
和
を
招
来
さ
せ
よ
う
と

す
る
市
民
の
姿
を
通
し
て
今
に
続
く
京
都
市
民
の
た
く
ま
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
画
面
い
っ
ぱ
い
に
誇
示
し
た
映
画
で
も
言
え
る
。

そ
れ[

映
画
『
祇
園
祭
』：
筆
者
注]

は
ま
た
明
治
百
年
と
い
う
よ

う
な
ケ
チ
な
も
の
で
は
な
く
、
一
千
年
以
上
の
伝
統
を
持
つ
京

都
の
誇
り
を
歌
っ
て
い
る
と
も
受
け
取
れ
る(24)

」
と
、
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
明
治
百
年
を
批
判
し
な
が
ら
、
国
家
権
力
に
よ
ら

な
い
市
民
の
力
に
よ
っ
て
復
興
さ
れ
た「
祇
園
祭
」を
称
揚
し
、

自
治
の
伝
統
に
お
い
て
京
都
が
東
京
よ
り
優
っ
て
い
る
こ
と
を

強
調
し
た
。 

 

京
都
に
お
け
る
明
治
百
年
は
近
代
日
本
の
歴
史
認
識
を
め
ぐ

る
「
記
憶
の
内
戦
」
に
際
し
て
「
京
都
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」

と
い
う
歴
史
的
に
も
文
化
的
に
も
対
抗
的
な
「
真
正
な
日
本
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
提
示
し
て
い
た
。
そ
れ
は
「
明
治
百
年

祭
」
の
公
定
歴
史
認
識
を
相
対
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
映
画
『
祇

園
祭
』
は
そ
の
象
徴
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
時
期
に
増
加
す
る
観
光
客
は
京
都
と
い
う
空
間
に
身
を

置
く
こ
と
で
、
明
治
百
年
の
近
代
化
の
歩
み
を
相
対
化
で
き
る

歴
史
性
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

 

ち
な
み
に
、「
明
治
百
年
」
と
言
っ
て
も
、
京
都
の
人
々
か
ら

見
る
と
あ
ま
り
実
感
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
京
都
人

に
と
っ
て
、
大
き
な
変
化
や
戦
争
経
験
と
い
う
の
は
第
二
次
世

界
大
戦
で
も
な
く
、
ま
し
て
明
治
維
新
で
も
な
い
、
応
仁
の
乱

な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
映
画
を
撮
影
し
、
日

本
全
国
の
国
民
に
見
せ
る
こ
と
で
日
本
人
の
脳
裏
の
「
京
都
イ
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資
料
② 

紙
芝
居
『
祇
園
祭
』 

 

資
料
③ 

紙
芝
居
『
祇
園
祭
』 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

(1) 

内
閣
（
一
九
六
八
）『
明
治
百
年
記
念
関
係
行
事
等
概
況
』
内
閣
総
理
大
臣
官
房
、

一
五
七
、
一
六
〇
、
一
六
三
、
一
七
二
、
一
七
八
、
一
八
二
頁
。 

(2)
『
読
売
新
聞
』（
一
九
六
六
年
一
一
月
二
三
日
）
朝
刊
。 

(3) 

河
内
将
芳(

二
〇
〇
七)

『
祇
園
祭
と
戦
国
京
都
』
角
川
叢
書
。 

(4)
『
読
売
新
聞
』(

一
九
六
八
年
一
一
月
一
八
日)

夕
刊
。 

(5)
『
朝
日
新
聞
』（
二
〇
一
四
年
七
月
八
日
）
夕
刊
、
三
版
。 

(6)
『
毎
日
新
聞
』（
二
〇
〇
八
年
七
月
一
二
日
）
大
阪
朝
刊
。 

(7)
『
読
売
新
聞
』（
二
〇
〇
八
年
七
月
一
二
日
）
大
阪
朝
刊
。 

(8)
『
朝
日
新
聞
』（
一
九
八
一
年
七
月
二
〇
日
）
朝
刊
。 

(9)
『
朝
日
新
聞
』(

一
九
六
七
年
八
月
二
三
日)

東
京
夕
刊
。 

(10)
『
読
売
新
聞
』(

一
九
六
七
年
八
月
二
三
日)

夕
刊
。 

(11) 

同
上
。 

(12)
『
都
文
化
博
物
館
フ
ィ
ル
ム
シ
ア
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
二
〇
一
三
年
七
月
二
日
。 

祇
園
祭
記
念
特
別
上
映 

『
祇
園
祭
』 

七
月
一
五
日
、
一
六
日
、
一
七
日
。 

一
九
六
八 

（
昭
和
四
三
）
年
日
本
映
画
鹿
興
協
会
作
品
／
一
六
七
分
・
カ
ラ
ー 

 

製
作:

小
川
衿
一
郎
、
久
保
圭
之
助
、
浮
田
洋
一
、
遠
藤
嘉
一
、
茨
常
則
、
中
岡

清
、
加
藤
彰
朗
、
鈴
木
一
成 

原
作
：
西
口
克
巳 

企
画:

伊
藤
大
輪 

監
督
：
山

内
鉄
也 

脚
本
：
鈴
木
尚
之
、
清
水
邦
夫 

撮
影
：
川
崎
新
太
郎 

音
楽
：
佐
藤

勝 

美
術
：
井
川
徳
道 

照
明
：
中
山
治
雄 

録
音
：
野
津
裕
男 

編
集
：
河
合

勝
己 

記
録
：
田
中
美
佐
江 

疑
斗
：
尾
形
伸
之
介 

出
演
：
中
村
錦
之
助(

新
吉)

、

滝
花
久
子(

い
ち)

、
佐
藤
オ
リ
工(

お
鶴)

、
岩
下
志
麻(

あ
や
め)

、
永
井
智
雄(

河

合
又
四
郎)

、
田
中
邦
衛(

権
次)

、
志
村
喬(

恒
右
衛
門)

、
田
村
高
贋(

助
松)

、
斎

藤
美
和(

お
兼)

、
藤
原
釜
足(

源
蔵)

、
大
里
健
太
郎(

常
七)

、
大
木
晤
郎(

平
太)

、

橋
本
仙
人(

佐
助)

、
沢
淑
子(

佐
助
の
女
房
・
お
よ
し)

、
香
川
良
介(

文
助)

、
山

口
俊
和(

文
七)

、
小
沢
栄
太
郎(

門
倉
了
太
夫)

、
浮
田
左
武
郎(

泉
屋
徳
太
夫)

、

有
馬
宏
治(
柳
家
辰
右
衛
門)

、
御
木
本
伸
介(

丹
波
屋
伝
蔵)

、
三
船
敏
郎(

熊
左)

、

尾
形
伸
之
介(
岩
十)

、
下
元
勉(

山
科
言
継
卿)

、
渥
美
清(

伊
平)

、
北
大
路
欣
也(

於
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莵)
、
関
根
永
二
郎(

祇
園
社
神
宮)

、
下
条
正
巳(

山
科
甚
兵
衛)

、
堀
正
夫(

頭
領)

、

市
川
裕
二(

百
姓)

、
加
藤
浩(

政
庁
前
の
開
闔)

、
田
中
浩(

中
組
路
地
開
闔)

、
河

村
満
和(
侍)
、
春
路
謙
作(

白
髪
爺)

、
中
村
時
之
介(

関
所
の
役
人)

、
玉
生
司
郎(

宰

領)

、
松
山
英
太
郎(

職
人
六)

、
鈴
木
晴
雄(

職
人
一)

、
大
東
良(

職
人
二)

、
片
岡

半
蔵(

彦
爺)

、
遠
山
金
四
郎(

騎
馬
の
侍)

、
伊
藤
雄
之
助(

赤
松
政
村)

、
伊
藤
寿

章(

細
川
晴
元)

、
高
倉
健(

巽
組
代
表)

、
美
空
ひ
ば
り(

町
衆
Ａ)

、
香
山
武
彦(

同

Ｂ)

、
中
村
賀
津
雄(

同
Ｃ) 

 
 

応
仁
の
乱
以
後
、
京
の
町
は
絶
え
間
な
い
戦
禍
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
、
農
民
た
ち

の
不
満
は
土
一
揆
と
な
っ
て
爆
発
し
た
。
混
乱
の
中
、
町
衆
は
一
丸
と
な
っ
て
農
民

た
ち
と
対
決
、
一
般
民
衆
同
士
が
戦
い
、
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
て
い
っ
た
。
染

物
職
人
・
新
吉
は
、
母
を
ー
揆
を
取
り
締
ま
る
役
人
に
殺
さ
れ
た
。
町
も
戦
火
で
焼

け
落
ち
、
侍
へ
の
不
信
感
が
募
っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
新
吉
ら
町
衆
は
、
自
ら
の
手

で
町
を
守
り
殺
し
合
い
で
は
な
い
、
町
衆
ら
し
い
や
り
方
で
侍
に
対
抗
し
よ
う
と
考

え
た
。
そ
の
団
結
力
の
証
と
し
て
、
三
十
年
間
途
絶
え
て
い
た
祇
園
祭
の
復
興
を
決

意
す
る
…
。
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
） 

年
、
ス
タ
ー
の
独
立
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に

よ
る
合
作
大
型
映
画
が
日
本
映
画
界
に
一
条
の
光
を
な
げ
か
け
た
。
石
原
プ
ロ
と
三

船
プ
ロ
に
よ
る
『
黒
部
の
太
陽
』
と
本
作
『
祇
園
祭
』
が
連
続
し
て
公
開
さ
れ
大
ヒ

ッ
ト
を
飾
る
。
本
作
『
祇
園
祭
』
は
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
） 

年
、
立
命
館
大
学

の
林
屋
辰
三
郎
教
授
が
中
心
と
な
っ
て
紙
芝
居
「
祇
園
祭
」
を
製
作
、
巡
回
公
演
し

た
こ
と
を
発
端
と
す
る
。
こ
れ
は
、
応
仁
の
乱
後
に
京
町
衆
た
ち
の
自
治
体
制
が
つ

く
ら
れ
、
そ
の
市
民
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
祇
園
祭
が
復
興
さ
れ
た
史
実
を
紙

芝
居
に
し
て
い
た
も
の
で
、
当
時
京
大
の
学
生
で
あ
っ
た
大
島
渚
、
加
藤
泰
も
参
加

し
て
い
た
。
こ
の
企
画
に
輿
味
を
持
っ
た
伊
藤
大
輔
監
督
は
こ
の
紙
芝
居
台
本
を
入

手
、
映
画
『
祇
園
祭
』
の
企
画
を
始
め
る
。
一
九
六
一(

昭
和
三
六) 

年
、
西
口
克

己
が
紙
芝
居
「
祇
園
祭
」
と
同
じ
史
実
に
基
づ
き
同
名
小
説
を
発
表
、
伊
藤
監
督
は

こ
の
小
説
を
底
本
に
中
村
錦
之
助
主
演
で
映
画
化
す
る
企
画
を
東
映
に
提
出
す
る
。

検
討
の
結
果
、
製
作
費
が
か
さ
み
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
東
映
は
映
画
化
を
断
念
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

る
。
そ
し
て
七
年
後
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
竹
中
労
が
府
政
百
年
記
念
事
業
と
し
て

京
都
府
に
企
画
を
持
ち
込
む
。「
京
都
は
日
本
映
画
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、
そ
こ
か

ら
“
産
業"

と
し
て
の
映
画
復
興
の
狼
火
を
挙
げ
る
の
は
、
実
に
意
義
あ
る
こ
と
だ
」

と
京
都
府
は
全
面
的
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
を
表
明
、
日
本
映
画
復
興
協
会
の
名
の
下
、

映
画
『
祇
園
祭
』
の
製
作
は
始
ま
っ
た
。
本
作
は
当
初
、
原
作
者
一
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
一
脚
本
家
監
督
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
欠
き
、
構
想
・
企
画
段
階
か
ら

の
ス
タ
ッ
フ
・
竹
中
労
、
八
尋
不
二
、
加
藤
泰
、
伊
藤
大
輔
ら
の
名
が
途
中
で
消
え

る
等
の
粁
余
曲
折
を
経
て
ク
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
企
画
時
と
比
べ
て
、

革
命
・
自
治
か
ら
ロ
マ
ン
ス
よ
り
に
若
干
ア
レ
ン
ジ
し
な
お
さ
れ
、
中
村
錦
之
助
、

岩
下
志
摩
を
メ
イ
ン
に
、
三
船
敏
郎
、
美
空
ひ
ば
り
、
高
倉
健
、
北
大
路
欣
也
ら
が

ゲ
ス
ト
出
演
す
る
と
い
う
俳
優
障
の
豪
華
さ
が
一
つ
の
見
所
と
な
っ
た
。
公
開
は
通

常
の
日
本
映
画
系
で
は
な
く
、
洋
画
系
映
画
館
で
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
公
開
さ
れ
た
。
今

回
上
映
の
プ
リ
ン
ト
は
大
阪
芸
術
大
学
の
太
田
米
男
教
授
が
中
心
と
な
り
、
本
作
の

監
督
で
あ
る
山
内
鉄
也
氏
、
美
術
監
督
で
あ
る
井
川
徳
道
氏
の
監
修
の
も
と
、

IMAGICA

ウ
ェ
ス
ト
の
最
新
の
光
学
的
技
術
で
調
整
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
で
す
。 

(13) 

『
読
売
新
聞
』(

一
九
六
八
年
一
〇
月
一
七
日)

夕
刊
。 

(14) 

同
上
。 

(15) 

同
上
。 

(16) 

『
読
売
新
聞
』(

一
九
六
八
年
一
二
月
一
五
日)

朝
刊
。 

(17) 

『
朝
日
新
聞
』(

一
九
六
八
年
一
二
月
三
日)

東
京
夕
刊
。 

(18) 

註
(17)
同
上
。 

(19) 

『
読
売
新
聞
』(

一
九
六
九
年
三
月
五
日)

夕
刊
。 

(20) 
河
内
将
芳(

二
〇
〇
七)

『
祇
園
祭
と
戦
国
京
都
』
角
川
叢
書
、
三
八
頁
。 

(21) 
河
内
前
掲
書
、
三
九
頁
。 

(22) 

京
都
市
統
計
書
（
一
九
六
〇-

一
九
七
五
）
京
都
市
役
所
。 

(23) 

『
特
集
／
早
春
の
古
都
・
京
都
・
く
ら
ま
・
奈
良
』(

一
九
六
八
年
三
月
号)

、『
特

集
／
小
京
都(
全
国
だ
が
、
中
身
は
京
都
が
多
い)

』(

一
九
六
九
年
四
月
号)

、『
特

資
料
② 

紙
芝
居
『
祇
園
祭
』 

 

資
料
③ 

紙
芝
居
『
祇
園
祭
』 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

(1) 

内
閣
（
一
九
六
八
）『
明
治
百
年
記
念
関
係
行
事
等
概
況
』
内
閣
総
理
大
臣
官
房
、

一
五
七
、
一
六
〇
、
一
六
三
、
一
七
二
、
一
七
八
、
一
八
二
頁
。 

(2)
『
読
売
新
聞
』（
一
九
六
六
年
一
一
月
二
三
日
）
朝
刊
。 

(3) 

河
内
将
芳(

二
〇
〇
七)

『
祇
園
祭
と
戦
国
京
都
』
角
川
叢
書
。 

(4)
『
読
売
新
聞
』(

一
九
六
八
年
一
一
月
一
八
日)

夕
刊
。 

(5)
『
朝
日
新
聞
』（
二
〇
一
四
年
七
月
八
日
）
夕
刊
、
三
版
。 

(6)
『
毎
日
新
聞
』（
二
〇
〇
八
年
七
月
一
二
日
）
大
阪
朝
刊
。 

(7)
『
読
売
新
聞
』（
二
〇
〇
八
年
七
月
一
二
日
）
大
阪
朝
刊
。 

(8)
『
朝
日
新
聞
』（
一
九
八
一
年
七
月
二
〇
日
）
朝
刊
。 

(9)
『
朝
日
新
聞
』(

一
九
六
七
年
八
月
二
三
日)

東
京
夕
刊
。 

(10)
『
読
売
新
聞
』(

一
九
六
七
年
八
月
二
三
日)

夕
刊
。 

(11) 

同
上
。 

(12)
『
都
文
化
博
物
館
フ
ィ
ル
ム
シ
ア
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
二
〇
一
三
年
七
月
二
日
。 

祇
園
祭
記
念
特
別
上
映 

『
祇
園
祭
』 

七
月
一
五
日
、
一
六
日
、
一
七
日
。 

一
九
六
八 

（
昭
和
四
三
）
年
日
本
映
画
鹿
興
協
会
作
品
／
一
六
七
分
・
カ
ラ
ー 

 

製
作:

小
川
衿
一
郎
、
久
保
圭
之
助
、
浮
田
洋
一
、
遠
藤
嘉
一
、
茨
常
則
、
中
岡

清
、
加
藤
彰
朗
、
鈴
木
一
成 

原
作
：
西
口
克
巳 

企
画:

伊
藤
大
輪 

監
督
：
山

内
鉄
也 

脚
本
：
鈴
木
尚
之
、
清
水
邦
夫 

撮
影
：
川
崎
新
太
郎 

音
楽
：
佐
藤

勝 

美
術
：
井
川
徳
道 

照
明
：
中
山
治
雄 

録
音
：
野
津
裕
男 

編
集
：
河
合

勝
己 

記
録
：
田
中
美
佐
江 

疑
斗
：
尾
形
伸
之
介 

出
演
：
中
村
錦
之
助(

新
吉)

、

滝
花
久
子(

い
ち)

、
佐
藤
オ
リ
工(

お
鶴)

、
岩
下
志
麻(

あ
や
め)

、
永
井
智
雄(

河

合
又
四
郎)

、
田
中
邦
衛(

権
次)

、
志
村
喬(

恒
右
衛
門)

、
田
村
高
贋(

助
松)

、
斎

藤
美
和(

お
兼)

、
藤
原
釜
足(

源
蔵)

、
大
里
健
太
郎(

常
七)

、
大
木
晤
郎(

平
太)

、

橋
本
仙
人(

佐
助)

、
沢
淑
子(

佐
助
の
女
房
・
お
よ
し)

、
香
川
良
介(

文
助)

、
山

口
俊
和(

文
七)

、
小
沢
栄
太
郎(

門
倉
了
太
夫)

、
浮
田
左
武
郎(

泉
屋
徳
太
夫)

、

有
馬
宏
治(

柳
家
辰
右
衛
門)

、
御
木
本
伸
介(

丹
波
屋
伝
蔵)

、
三
船
敏
郎(

熊
左)

、

尾
形
伸
之
介(

岩
十)

、
下
元
勉(

山
科
言
継
卿)

、
渥
美
清(

伊
平)

、
北
大
路
欣
也(

於
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集
／
京
都
』(

一
九
六
九
年
一
〇
月
号)

、『
特
集
／
京
都
の
夏
祭
り
と
万
国
博
見
物

法
』(
一
九
七
〇
年
八
月
号)

、『
特
集
／
京
都
の
冬
』(

一
九
七
三
年
一
月
号)

、『
特

集
／
歴
史
を
旅
す
る(

京
都
が
多
い)

』(

一
九
七
三
年
二
月
号)

、『
特
集
／
古
寺
再

訪
・
紅
葉
の
京
都
』(

一
九
七
四
年
一
一
月
号)

、『
特
集
／
京
の
お
ん
な
・
古
都
の

秋
ひ
と
り
旅
』(
一
九
七
五
年
一
一
月
号) 

(24)
『
朝
日
新
聞
』(

一
九
六
八
年
一
一
月
二
八
日)

東
京
夕
刊
。 

(25)
「
よ
み
が
え
る
映
画
『
祇
園
祭
』
一
〇
、
一
一
月
に
一
般
公
開
、
二
〇
〇
七
年
〇

九
月
一
八
日 

 
https://web.archive.org/web/20070811220414/http://www.kyoto-mi

npo.net/archives/2007/09/18/1011_1.php 

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日
・
二
〇

一
五
年
一
月
一
九
日
） 
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